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九州北西岸域における津波堆積物調査
Study of tsunami deposits along northwest coastal area of Kyushu, Japan
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津波堆積物の調査・研究は太平洋側や日本海側の巨大地震に伴う津波に関して数多く行われているものの，東
シナ海に面した九州北西岸～西岸域での研究例は少ない． 
著者らは九州北西岸～西岸域において津波堆積物調査を実施しており，このうち鹿児島県西岸域における調査
結果について概要を報告している（大嶋ほか，2014）．今回は九州北西岸域で実施した津波堆積物調査の概要
を報告する． 
今回の調査は九州北西岸域の佐賀県東松浦郡玄海町・唐津市，長崎県壱岐市の８地域を対象とし，採取した
ボーリングコア試料を用い，X線CT画像撮影・解析，コア観察，放射性炭素年代測定，貝類化石・微化石分析な
どを実施した．これらに基づき，各地域の堆積環境の推定とイベント堆積物の抽出を実施した結果，唐津市湊
町・浜玉町において複数のイベント堆積物を確認した． 
湊町では，内湾性の潮間帯～潮下帯堆積物中に，イベント堆積物2層を確認した．各イベント堆積物の年代
は，約6200年前，約3800年前と推定される．約6200年前のイベント堆積物は貝殻片の集積層からなり，貝殻片
はインブリケーションを示す．貝類化石には潮間帯に生息する貝類のほかナガニシなどのやや深い水域に生息
する貝類を含む．約3800年前のイベント堆積物は貝殻片の集積層からなり，リップル～デューン構造の一部と
推定される堆積構造が認められる． 
浜玉町では，内湾性の潮間帯～潮下帯堆積物中に，イベント堆積物3層を確認した．各イベント堆積物の年代は
約7100年前，約2200年前，約2200年前以降と推定される．約7100年前のイベント堆積物は貝殻片や炭質物の集
積層からなり，淘汰が悪くシルト分に富む．約2200年前のイベント堆積物は貝殻片混じりの粗粒砂層からな
り，貝殻片はインブリケーションを示す．また約2200年前以降のイベント堆積物は礫混じり中粒砂層からな
り，3回の上方細粒化が認められる． 
これらのイベント堆積物は，流れを示唆する堆積構造を有し，海生化石を含むことなどから，海成のイベント
によって形成されたと考えられる． 
現状では，隣接する地域においてこれらと同時代を示すイベント堆積物は確認されていないことから，各イベ
ントは局所的なものであった可能性が示唆される．現在，堆積間隙や生物擾乱による初生構造破壊の可能性な
どもふまえ，追加調査・分析を実施中である． 
発表では検討中のデータを加え，各イベント堆積物の地域内対比・地域間対比について議論し，さらに九州北
西岸域に近い山口県西部の梶栗浜遺跡で報告されている約2500年前のウォッシュオーバー堆積物（市原ほ
か，2012）などの既往研究との比較を実施する予定である． 
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